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【研究目的】
　「ゴルフ場を利用する前後」に利用者が必要と考えられる情報を集約して提供し、行動補助を行うことによって、効率よく情報の取得ができるようになり、利便性が向上することを目的とする。
【期待される効果】
　本研究で検討する機構により、ゴルフ場を利用する際、その前後に利用者が必要と考えられる情報を集約して提供することにより、利用者は少ない操作で効果的に複数のほしい情報が手に入るようになる。
【研究概要】
現在、携帯電話やスマートフォンの普及と、ゴルフが若い人に浸透してきたことにより、ゴルフに関するアプリケーションが多く開発されている。その中で、ゴルフ場を利用する際に使用するアプリケーションとして、ゴルフのスコアを管理するものや、ゴルフ場を検索して予約するものなどがあるが、これは「ゴルフ場を利用している最中」や、「どのゴルフ場を利用するか決定する際」に使用するアプリケーションである。しかし、実際にゴルフ場を利用する際には、当日の天気予報を確認することや、ゴルフ場に着く前にコンビニで飲み物などを購入すること、ゴルフ場を利用した後に同伴競技者と食事に行くことなど、利用者が「ゴルフ場を利用する前後」に様々な行動をとることが多い。
本研究では、「ゴルフ場を利用する前後」に、利用者がどのような行動をし、そのためにどんな情報が必要なのかを調査、分析し、現状の課題を明らかにしていく。その課題に基づいて、「ゴルフ場を利用する前後」に必要な情報を集約して提供する機構の提案と検討を行う。そして、機構の設計実装を行い、利用者に実際に使用してもらうことにより、評価を行う。

